
　
「
夜
に
ト
イ
レ
が
詰
ま
り
、
広
告
を
見
て
24
時
間
対
応

の
業
者
を
呼
ん
だ
。
簡
単
な
作
業
を
さ
れ
た
だ
け
な
の
に
、

高
額
な
代
金
を
請
求
さ
れ
、
納
得
で
き
な
い
。」

　

広
告
で
は
低
料
金
が
う
た
わ
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
、

出
張
費
や
作
業
点
検
費
、
時
間
外
料
金
な
ど
が
加
算
さ
れ
、

高
額
に
な
っ
た
と
い
う
相
談
が
全
国
的
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
自
ら
業
者
を
呼
び
、
修
理
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

訪
問
販
売
で
あ
っ
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

せ
ん
。
納
得
で
き
な
い
と
き
は
、
業
者
と
交
渉
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
修
理
す
る
は
ず
が
、
新
品
の
便

器
へ
の
取
り
替
え
や
、
ト
イ
レ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
呼

ん
だ
目
的
と
違
う
工
事
を
さ
れ
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　

当
初
依
頼
し
た
修
理
と
は
異
な
っ
た
交
換
を
勧
め
ら
れ

て
も
、
そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

修
繕
す
る
と
き
は
、
市
が
指
定
す
る
上
下
水
道
工
事
店
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
万
が
一
に
備
え
て
、
元

栓
や
止
水
栓
の
場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

西
脇
市
農
業
祭
に
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
!?

〜
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市
で
は
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ
、

市
内
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
、
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

西脇市消費生活センター
No.98　トイレ修理を依頼する際の注意点

ほっとコラム 73
市 長　來 住 壽 一

　平成17年10月１日、新西脇市が誕生し、
市政の舵取り役を担わせていただいて、もう
すぐ２期の任期が終わろうとしています。あ
っという間の８年でした。
　思い起こせば、対等合併による新市誕生で
したので、条例も規則もない白紙からのスタ
ートでした。例規の整備とともに市民憲章、
市歌、市の花木などの制定、各種基本計画の
策定、地域一体感の醸成が急務でした。ハー
ド事業では、西脇病院のリニューアルオープ
ン、土づくりセンターや旬菜館の設置、南中
などの学校改築、防災無線の各戸設置やポン
プ場の新設、コミセンの新設、道路改良、そ
して、図書館を含む茜が丘複合施設の起工…。
ソフト面では、土の活動・風の活動といった
市民主役のふるさと運営、地域医療を守る市
民活動、市民起案による自治基本条例の制定、
多可町との定住自立圏事業、新規産業の誘致、
市民による花のある景観づくり…など、よい
思い出がいっぱいあります。よい思い出とい
えば、WBCチャンピオンの長谷川穂積選手
の活躍、西脇工高の駅伝全国大会・夏の甲子
園への出場、３高校を含め各学校園の社会貢
献事業、播州織・播州毛鉤・黒田庄和牛の地
域ブランドの認定、サントリー天然水の森指
定、そして、横尾忠則さんへの名誉市民称号
の贈呈などもありました。
　どの事業、出来事にも、市民の皆さんや関
係の皆さんの熱い取り組みがあったからこそ
実行することができたと思っております。心
から深く感謝とお礼を申し上げます。
　西脇市は、本当に市民力、地域力の高い地
域だと実感しており、未来に向けてのまちづ
くりにこれほど力強いものはないと、嬉しく
思っております。今は、今月12日の任期満
了まで職務を全うし、進行中の課題、施策へ
の思いを新市長に引き継いでいこうと考えて
おります。
　退任後は、一市民としてまちづくりやボラ
ンティア活動に参加したいと思っています。
　本当にありがとうございました。皆さんの
ご健勝とご多幸をお祈りしております。

２期８年、お世話になりました。
今、この時を輝いて生きる

̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

あ
ぐ
り
コ
ラ
ム

コラム 73
市 長　來 住 壽 一

☎22-3111
（生活環境課内）
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レ
ン
ト
ン
市
中
学
校
親
善
使
節

団
16
名
（
団
長
お
よ
び
随
行
2
名
、

中
学
生
13
名
）
が
、
10
月
8
日
に

西
脇
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

15
日
ま
で
の
8
日
間
、
今
夏
に

レ
ン
ト
ン
市
を
訪
れ
た
市
内
4
中

学
校
の
中
学
生
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
。
小
学
校
訪
問
や
中
学
校
１
日

体
験
、
旧
来
住
家
住
宅
や
レ
ン
ト

ン
通
り
な
ど
の
市
内
観
光
を
し
、

西
脇
市
で
の
生
活
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　

滞
在
中
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
デ
ー
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
で
計
画
を
立
て
、
有
意
義
な
日

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
秋
祭
り
へ
の
参
加
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
京
都
観
光
も
行
い
、
日

本
の
文
化
や
歴
史
に
も
触
れ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

9
日
に
は
楠
丘
小
学
校
を
訪
問
、

10
日
に
は
各
中
学
校
に
分
か
れ
て

中
学
校
１
日
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

歓
迎
集
会
や
美
術
（
水
墨
画
）
や

習
字
、
英
語
に
体
育
な
ど
の
授
業

や
給
食
な
ど
、
日
本
で
の
学
校
生

活
を
体
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

レ
ン
ト
ン
市
中
学
生
親
善
使
節

団
だ
け
で
は
な
く
、
市
内
の
小
学

生
・
中
学
生
に
と
っ
て
も
外
国
に

目
を
向
け
る
、
良
い
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

西
脇
市
農
業
祭（
に
し
わ
き
産
業

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
同
時
開
催
）

▼
と
き　

11
月
23
日（
土
・
祝
）、

24
日（
日
）▼
と
こ
ろ　

西
脇
市
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー

　

西
脇
市
農
業
祭
は
〝
安
全
で
安

心
な
「
食
」
と
「
農
」
が
育
む
生

命
〞
を
テ
ー
マ
に
、
本
市
の
農
畜

産
物
お
よ
び
特
産
品
を
消
費
者
に

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
市
内
農
家
が
丹
精
込
め

て
育
て
上
げ
た
野
菜
、
玄
米
、
金

ゴ
マ
な
ど
の
農
産
物
の
品
評
会
、

黒
田
庄
和
牛
や
西
脇
市
の
食
材
に

こ
だ
わ
っ
た
加
工
品
の
試
食
販
売
、

西
脇
市
産
山
田
錦
を
使
用
し
た
日

本
酒
の
試
飲
、
朝
ど
れ
新
鮮
野
菜

の
直
売
な
ど
楽
し
く
て
、
お
い
し

い
催
し
が
め
じ
ろ
押
し
で
す
。

　

中
で
も
男
性
60
㎏
、
女
性
30
㎏
、

子
ど
も
20
㎏
の
米
俵
を
肩
ま
で
上

げ
る
「
俵
か
つ
ぎ
」
は
誰
で
も
参

加
で
き
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

す
。
毎
年
、
成
功
す
る
人
が
少
な

く
、
我
こ
そ
は
と
力
に
自
信
の
あ

る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
品
評
会
へ
の
出
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
大
切
に
育

て
上
げ
ら
れ
た
ご
自
慢
の
野
菜
を

ぜ
ひ
、
西
脇
市
農
業
祭
に
出
品
し

て
く
だ
さ
い
。

野
菜
品
評
会
出
品
方
法

▼
と
き　

11
月
23
日（
土・祝
）8
時

〜
9
時
30
分
▼
と
こ
ろ　

総
合
市

民
セ
ン
タ
ー
お
祭
り
広
場
▼
そ
の

他
１
人
3
点
ま
で
。
詳
細
は
左
記

ま
で
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

農
林

振
興
課
（
市
役
所
内
線
3
2
3
）

旧来住家住宅で日本文化を満喫した使節団一行

市内中学校で書道を体験

外
国
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
を
体
験

「
合
理
的
配
慮
」
と
は
？

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
室
コ
ラ
ム

65

　

街
を
歩
い
て
い
る
と
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
建
物
や
施
設
が
増
え
て

き
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
ま
た
、

街
の
中
で
も
車
い
す
や
白
杖
を
用

い
ら
れ
て
い
る
方
と
出
会
う
こ
と

も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
シ
ー
ン
に
出
会
う
と
、
吹

く
風
も
よ
り
快
く
感
じ
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

人
権
の
主
体
者
と
し
て
等
し
く
尊

重
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
本

年
6
月
に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の

法
律
で
は
、
合
理
的
配
慮
と
い
う

こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
理
的
配
慮
と
は
「
障
害
の
あ

る
方
が
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で

受
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
も
た

ら
す
原
因
と
な
る
社
会
的
障
壁
を

取
り
除
く
た
め
に
、
障
害
の
あ
る

方
に
対
し
、
個
別
の
状
況
に
応
じ

て
行
わ
れ
る
配
慮
」
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
聴
覚

に
障
害
の
あ
る
方
に
手
話
通
訳
や

筆
談
に
よ
る
受
験
を
認
め
る
こ
と

や
、
車
い
す
で
移
動
す
る
方
に
対

し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対
し
、

合
理
的
な
配
慮
を
行
っ
て
は
じ
め

て
平
等
と
い
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

と
こ
ろ
で
「
障
害
」
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。
現
在
で
は
、
身
体
や

精
神
に
障
害
が
あ
る
か
ら
「
障

害
」
な
の
で
は
な
く
、
社
会
の
あ

り
方
や
人
々
の
意
識
に
障
壁
が
あ

り
、
そ
の
人
が
本
来
の
能
力
を
発

揮
す
る
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
状

態
を
「
障
害
」
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
聴
覚
に
障
害
が
あ
る

か
ら
受
験
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、

「
適
切
な
支
援
が
あ
れ
ば
持
て
る

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
」
へ

の
転
換
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

「
一
部
の
人
へ
の
特
別
な
支
援
」

か
ら
、「
す
べ
て
の
人
が
自
分
で

行
動
を
決
定
し
、
自
由
に
活
動
で

き
る
た
め
の
道
具
」
へ
の
転
換
で

す
。

　

ど
の
よ
う
な
障
害
が
あ
っ
て
も
、

や
り
た
い
こ
と
が
自
由
に
で
き
る
。

自
分
の
こ
と
は
、
自
分
で
決
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
ど
ん
な
「
ち
が

い
」
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
も
、
誰

も
が
自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
、
幸
せ
に
な
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
社
会
を
創
っ
て
い
き
た
い

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）
に
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
レ
ン
ト

ン
市
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
）。
毎
年
続
い
て
い

る
中
学
生
の
相
互
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
今
年
で
26
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

レ
ン
ト
ン
市
中
学
生
親
善
使
節
団
は
、
今
年
も
10
月
８
日
に

来
西
し
、
市
内
観
光
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
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